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＜連絡事項＞

· 本日まで救急当番日です。

· 本日午後1名退院あり、病棟ベッド数50名となります。

現在南病棟1名、南山苑入所で検討中とのこと。1床空きが出た場合の移動候補で前川原様、中野渡様を候補とし、検討していきます。

· 先日病棟内で、薬の事故がありました。今回の分析ではセットしたスタッフ、セットを依頼したスタッフ間の確認が重要となっていますが、今回に限ったことでは無く、互いの確認はとても大事なことです。起きた事例を共有し、今後同じミスを繰り返さないよう気を付けていきましょう。

· 皮膚科変更分は以下の通りです。

　　　　坂本　たみ様～両下腿　急性湿疹　デルモゾールＧ軟膏・・・新規

　　　　河原木　泰志様～右足第1指　瓢瘡　アズクロ止め

　　　　　　　　　　　　タベジール→飲みきり止め

　　　　長根　矢一様～前胸部・右下腿　アズクロ止め

　　　　高間木　八男様～陰部　接触性皮膚炎　アズクロ止め　　　　　

· 体温計が1本不明です。午前探した箇所、窓の外等、再度探していきましょう。見つかった際は、本日のリーダーへ報告お願いします。

· 面会時の記録をきちんとするようにとＤｒより指摘がありました。各自気を付けて下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 木村　格治様～本日朝食・昼食後薬、リントン（精神神経用剤）を拒否されている。

Ｄｒへ報告、リントンを筋注しているのであれば服薬は無理に服薬させなくても良いとのこと。

筋注は拒否なく施行している。

· 佐々木　悦子様～本日弟様の面会あり。現在母様が危篤で入院中であり、佐々木様を面会に

連れていく予定で本日面会に来たとのこと。面会前に現在精神状態不安定であること伝えています。

面会後弟様より、会話もかみ合わず妄想発言も聞かれている。弟様は現在の状態では合わせられない、今後母様の状態に変化があった際も合わせない方向で行きます。今後状態が落ち着いてきたら日を改めて面会へ連れていきたいと話していたとのこと。

上記内容をＰＳＷへ情報提供していきます。

佐々木様本人も母様の状態、入院していることは面会時聞いています。精神状態の変化に注意し観察していきましょう。

· 乙部　純一郎様～本日15:30退院となります。

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

· 巴　勇樹様～臨時薬が以後定期となります。

· 原山　浩樹様～ソラナックス（抗不安薬）が止めとなります。

　　　　　　　　　予測指示（アレグラ）が本日までの期限でしたが、本日より再び継続（14日間）となっています。

· 畑山　広志様～デパゲンＲ（抗躁薬）が止めとなっています。　　　

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

· 畑中　成夫様～先週土曜日、何度も畑山様へ挨拶しており、相手に叫ばれることあります。

トラブルには至っていません。

本日はホール内での過度な挨拶はなく、不機嫌さも見られませんが、喫煙室で

畑山様へ挨拶することあり。トラブルはありませんでした。私物要求も聞かれますが、過度となることはありません。

しつこく挨拶をして、相手の反応を見ているような素振りが見られます。

いつ相手が怒り出すかもわからない、互いの精神状態からいつ何が起こっても不思議ではない状態です。常に事故を予測した対応で、緊張感を持って介入、観察をしていきましょう。

· 畑山　広志様～本日は気分高揚さあり、スタッフをちゃん付けで呼ぶことあります。指摘に

は「気を付ける」との返答ありますが、改善みられません。

安達様との接触も本日は目立っていますが、トラブル等はありません。

本日喫煙室で畑中様からしつこく挨拶される事がありましたが、叫ぶことはありません。本人は「イライラしないように我慢している。」と本人なりに努力している様子見受けられます。スタッフからの助言も覚えており、「イライラしてきたらスタッフに言う」とも話しています。

問診時、本人開放時間の拡大を主治医へお願いしていたが、断られたことに不満だと話していたとのこと。その後、行動化することはありません。

喫煙の付き添いが女性スタッフも可だが、現在男性スタッフで対応していることに本人からの指摘があり、看護判断で対応していることを伝えています。

時間開放中といえ、隔離入室の患者様です。いつでも何かが起こると常に構え対応して行くことが必要となります。喫煙のタイミングも主治医からの指定はないが、その日の状態に応じて他者とずらして行く等、看護判断で対応していきましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

· 種市　久子様～本日朝は何度かの声掛けで食べることが出来ています。牛乳は残した為、本

人へ渡したところ自室窓より捨てていることありました。昼は自ら摂取出来て

います。食事に関しては以前に比べ、摂取できており、1日に2～3食摂っています。声掛けせず、自ら食べ始めることも増えてきました。

本日午前、「9時に退院します」との発言聞かれたが、行動化することはありません。先週金曜、福祉事務所の方の面会あり、その後より不穏状態出現しているように思われます。その際の詳しいやり取りは情報が今の所ありませんが、福祉事務所の方が「いつもあのように甘えるんですか？」とスタッフに尋ねていたとの情報あり。

現在生活保護であるが、使えるお金が無く買い物カードが作れず、買い物できない状態です。ＰＳＷが調べたところ個人通帳に残金あり、食事が取れない場合の補食の買い物は私物発注伝票使用し購入出来る様手配済みとのこと。

入院して1ヶ月経過。入院前生理があったと本人話していたことから、そろそろ始まると予想されます。気を付けて観察していきましょう。

→本日午後生理が来たとのこと。

· 木村　格治様～注射に関しては、しびれの訴え続いています。本日は指がしびれると話

していますが、易怒的となることはありません。先週末は「なぜリントンが増えたんだ。スタッフの一方的な報告だ」と怒鳴ることがありましたが、本日は話のまとまりも出ており、スタッフの話も聞くことが出来る様になっています。

自分のことを「今は気分高揚ぎみだ」とも話していたとのこと。

本日スタッフへ「子ども何人いる？」「男の子か？」と聞いてくること何度かありますが、過度となることはありません。

対応が難しい患者様の一人でもあります。相手のペースに巻き込まれないよう、「病気なんだ」とみて対応していきましょう

· 石切　久様～本人「退屈だ。」と、気分についても「落ち着いた」と話しています。本人から

余暇について「退屈」と話せるようになったのは良い変化であり、落ち着いてきている証拠でもあります。

本人希望もあることから、作業・プログラムの導入を検討していきましょう。

· 八木田　真由美様～先日の外泊では問題行動はなく、服薬も自分で行っていたとのこと。帰

院後「退院後の生活が怖い」と話していたとのこと。障害者年金について尋ねて来ることあり、ＰＳＷへ相談するよう伝えています。足のソワソワ感も訴えているが、眠れていたとのこと。

本日表情の冴えなさあり。午後にかけて徐々にボンヤリさは軽減してきています。

眠剤を減らして欲しいと訴えてくることあり。明日より減薬となります。睡眠状態、日中の様子を観察していきましょう。　　

